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I 雜 言 

,曰本の蛛形類ほ6目に輒置される0蛛を類には總べてで9目るるが殘!)の3目 
は 將巧も目本版園內じ見つかる可能性はないかも知れぬ0のみならず旣知6目 
の 巧でもを啜目は敗戰の結果日本領主の前減と共じ目本の動觀とをへなくな つ 
たし、脚 靈目も 日 ネ產はサソリモト •ネ 1揮き り とい ふ 淋し さである 0 そは 偶然 
の機會 から壤盛有毒動物の一環としてのサソリを、をれ' と共にサッ リモ ドキ類 
の調蠢じ 手を着けたが 雌 年 C 1945) を必て東茹の蜗類の調燕は一段落になつた0 
脚鬚類も東强各地のものを調べることが拽來たが V * 更に■-段の舞力をなて東頭 
の此の類を槪觀 し鑛類にがける 穂度の 成績を收めたく冀つて 居る 0 借々ニ ムシ 
(ァ トピ サリ） の 伸間即ち擬磯哥は、 日本では 岸齿乂ま巧が久しいな觀か。ら格别 
のを意を彿はれ、其の錢錢人 も の同が者が夫々深人らせんと試みたが轉に此の 
類の專を 家といふのは お 現 甘ず して 今日にぶんだ 0 此の類に觸必を有する人は 

Acta Arachnol Vo! •て. Nor. 1 /2 (1947) 
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いつも絕えないのじ專門家が1人も巧なかったといふのは矢張らをれ相當の理 
白]があったからだと思ふ 0 岸旧巧は化の類に目本で最も貫獻した擧者で深い擧 
識經驗を持って居られるが、惜しいことに纏められたのは邦座 Mic のび eagris 瀑 
の綜誰なで、氏の抱貨する新另、類避系も今日李で具體化されない 0 近年廣岛夕 
理大の佐藤ザ蛟雄蹲古が超力をなて此の類のみ類舉的調盗に當られるといふの 
で予は大いにをれを期挣して居った所未だ本式に着手なさらぬ今ちに昨年8巧 
6日の原子爆彈が擊により戰お巧を遂げられ一切空しくなった0义獻カードな 
ど作られた眷であるが今はどうじを化犧がない 0 化の儘にして盾たのでは日本 
產カニムシの究明は百年那靑を待っじ等しく實際問題上不便が多いので、サソ 
リ調齋-〜-段落を磯會じ国身でカニムシ W 究じか、らうとか意したのである〇多 
<の同が者が結局深\ せずにしまった研究 i の西難は今から想す象に雛くない 
し、其の上予は戰乂で化の類廳係のな獻の多くを失ひ更に惡いことはずの屬ず 
る東京お理た動載 i 擧敎窒所藏•交歎が今日未だに疎:調先に滞留して東京に戾って 
來ないことである〇俳しを々な困難をを服して巧來るだけ進渉させたいとが昭 
禾口 20年の年の瀬適る頃からカニムシの勉强におらか、つたのである0’予は此の 
機貪!•こ御潘獅—ドさる化海道帝大巧巧亨敎授じ遙かじ敬意を表する0又九州帝大 
な瞬‘质 S 敎授は貴重な丈獻を貸與され衙種々臀厚甄を受けた。關口晃•一巧並び 
じ蒲を重男巧は所持する夕獄襟おを予 P 自け]使用に巧されお麾で調窥主多大の 
便をを巧た0之等の恩惠證に深き謝意を捧げねげなら始〇東京帝國大磬理擧部 
動初擧敎窒（ま任聞巧要敎授)，東京文理科大學動物聲敎窒（まが丘:英通敎授） 

じ夫々藏せられる貴靈文獻を利用お來たこと'も誠に有難いホ第であった0 

大織文意傅±の f 大言海」 r トビサリの膝に回ふ 「 T トビサリ」後退アトシザ 
V の轉。む:戶っモの發音にたをシと云ふこと聲なるじほ:對じシを-ヒとミふこと 
もあら。濁音轉闽ナ」と。アトピかリはアトシザリカ、ら轉じたものなること明か 
である大言海 J じ據るとアトビサリはス y パチムシ0異《でもある0化のス 
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リバ チムシは アリザ ゴク のこと でアトズ ホリと も稱し r 巧くじあとへしざる」力、 
らだと解說してある0俯し穂為の擦準和名としては々ニムシを茲稱として用ひ 
るのが蹟利の やう じ思ふ 0 カニムシば蟹蟲の義であるが化の名は古い も のでな 
くむ:戶晴巧の本著書などじも見當ら ぬ。 捧 H 巧（:玉91かが指摘して居られる 
やう じ‘、が津直秀博±が動 频孽雜 誌第20’卷第238號（1903)に卫リングセンの 
邦產々ニムシ硏究を紹かした時に作られた新名であると思ふ〇をして化の稱は 
岸围巧たよ b 强くま持されて今日に至つて居るのである〇カニニシの仲間は擬 
鑛目（ギゲツ モク）で 此の通も讀めぼサ ソリモ ト •ネ であるが、サツ リモト •キの稱 
は夙に脾鬚目のものにおめられ動物!學者蹈じ普あして居るので、彼此混淆を避 
ける爲カニムシ霸じサソ リ モドキの稱を導人しないやうじしたい 0 併し英語で 
もぶ alse-scor が on 或は Pseudoscorpion t いふ 0 —寸 ザソリ に似てゐるけれども 
丸腰で、サソリの k 腹部（尾部）じ常る所がみ化せずなつて毒囊や謗針も巧られ 
ない 0 をれじどれもサソリよなは ひどく小さい 0 英名じは愤 Book ぶ corpion ， B - 
ook-crab, Chela-spinner 等がある 0 カ ニムシは屋內で書'韻の間じ隱れ鲁‘精!の中 
から現れることがある0善物を食善するシミやダニを捕食する爲 かういふ 所に 
も 棲むのだとミはれる。獨語で も Bii 沈 erskorpion と稱する 0 尙獨語じは A 如 r- 
skorpion, Moosskorpion, 吳語と商じ形の F^seudoskorpion 等もある 0 Moos け 
鶴苔である 0 After はむ巧とか馬とかの義で尾部を缺き丸腰と いふ ことを表し 
て居るのでをらう 0 目名（擊じも異名《く Accra, Cheliferkiea, Che! 流 ethi, 
Che.lo 打 ethkl 注 , Chernetes, Chernetulae- し nemetidea, PseudOscorpii. Pseudosco 
rpiones, Pseudo が orpionida ， ぞ seudoscorpionidea 等樣々ある力；（詳細の Synon 
ymy は Beier の Monograph の卷頭を壊よ） Chamberlin (1929) は Thorell の 
Ch - elonethlda が良いとして居り、 Beier リ 932) は Pseudoscorpio む idea じし 
て居る 0 予は單じ最も舊いといふ理由のみで Pseudoscorpiones を採る 0 
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I 擬蜗 a 分類體柔 


目內のみ.まむこ顯しても Chiambedin (1 游9,193王）と Beier (1932 a , b ) とで 
說が違ふ0他の绍足動物にも見られる如く當初は削1じまでみ割されず擧一の 
科に總ベての穂類が包有を tr 〔居る 0 古く Simon の明は Cbeliferkiae 1科だ 
けでそれが3恶巧じみれ I ;屬が fttiiS されてあつた0 盛 [4 じ劳けた劍めの人は 
Balzan (1891) で欽巧（大驢 ） の指（動指）じ存する sermla (serrala exterior ) 
とぃふ滿猶狀構遮かおの速:長に盈つで在るか、其の先端部が遊離して居るかに 
清贩しを橋;亞目化。む enoda けがと半備裙目 Hernictenodactyli とじみつた〇け 
—れども C 1 丽 Bbedin (1929) は此の體系を彪し2觀3亞闻じ甄みし1931年の大 
著にがて一證之を强化した。巧のは總ベて3巧目6 J ：： 科1詞斗であるが、異谢佳 
heiero れ rsate ， 同靴牲山, mo 加 sale 主ぃふ認を用ひ化づ此の形質から2國じ區み 
した 0 前ホ2霸の歩 PP の剖-謹は分箇せず、後ホ2對の諭節は前縱節 meta ね rsus 
と 野 ji ぶ t 注な齡とじみ節する ■ ~^其のやうな範禱じ入るのが第1圈異觸類な He 
terosphyronida (第1前巧異對耶:同な11 eterosphyronida ) である 0 4對とも謝節 
がみ節しなぃか、4對巧酣節がを®がる一■さうぃふのが第2團祠蹤類な Ho - 
mo 巧 hy の mda で4乎巧制-部な前 S ;’)- 節と飾■節とじみ披するのが第2亞巧複酣瑶目 
ゎ Diplospl 巧 ronida (倡し Synsphyronus のみ例が)，4對其故寸簡はみ皎しなぃめ が 
第3 巧 a 單靴盛 I こい; Moiiosphyronida である 0 麗酣郁:固の內、欽角の動指(即ち 
欽角の第2節）は數齒を裝ふものがホホどシクム上科な Neobis : oide も單--の錢 
のみを裝ふものがダリブス上料み Ga 巧 poidea であら、單郡强目の內、4眼を具 
へるのが フエアイラ 上科;:； Feaolloidea , 眼は2 箇 あるが;拱はをく缺 如し且つ 同饌 
性 homofemorate なのがケイジディウム上科な Cheiridioidea ， 祠前で.奠腿性 he. 
te ど ofemorate なのがケリフュル上科み Cheliferoidea である〇 


お名お稱 
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Beier (1932 a ') が Das Tierrei 沈 ， Lieferung 57 & 58 じ 用 ひた 體系は 3 盛目 5 
上科16科で約160 變 S 00 極のを化 巧のヵ ニ ムシ を總撥した 0 同年 (1932 b ) 巧が 
Kiikenthal-Krumbachs Handbuch der 芳〇 010 gie じ擬觸 目を綜說 したのでは科の 
數は 17じな つて居る0兩擧卷の體系をた較お示ずると钟の通らである。大離に 
がて はよく--致し バイエルのはチュムバリン のを換を 旣捣 したものだと云つて 
も必ずしもす 當ではをい。予はみ類; 5 をは Beier (1 犯孤）じおみ 0 力-ムン類 
は斯くの如く 種 數參く 、攀.界未なのものも誦頒當ある 7 古らうことが椎测さむる 0 
H 本產（舊 H ネ帝麵としての地域巧で^は帯巧巧に蹈 I れば60證にぶぶといふ0 


ChamderJin 


1 Heterosphyronida 

m 

1 Heterosphyronidft 

玻 旨 

r phthonioidea 

上科 

CVf Dithidae 

科 

^2 ヴ Chthoniidae 


I Homos が， yi.o む ida 

1 

頸 

2 Diplospbyronida 

盛 目 

2^ N eobisioidea 

上科 

-(3 ッ Syarinidae 

巧 

^4グ Neobisiidae 

J が Hyidae 

1 が / ideoroncidae 


が Garypoidea 

上科 

(7 ヴ Menthidae 

巧 

^8 ヴ Olpiidae 
が Garypidae 


3 Monosphyromda 

頭目 


Beier 


1 Clithormnea 

p ヴ Dithidae 
えが Chthoniidae 


2 Neobisiinea 
y K eoisiides 

! が Syarinidae 
4 ヴ Neobisiidae 
5 ヴ ideoroncidae 

2' Garypides 

! か/ MentbidaB 
7 ヴ Olpiidae 
8 ヴ Garypidae 
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4" Feaelloidea 上科 ジ Feaellides 

nor/ Feaellidfie 科 . f 9 グ F が i 础 idae 

1^1 ■が Pseudogarypidae j 王りヴ rsendogarypidae 

(11 ヴ Synsphyronidae 

邦旨 3 Cheliferiaea 

が Cheiridioidea 上巧 が Cheiridiides 

jfl が Ch 紐 idiicLw 科 n2^ GheiridiMae 

が Pseudo 挖お eirkliid 狂 e けが Sternophoridae 

が Gh 純お rides 

いが Myrmochernetidae 
^巧ヴ Chernetidae 
)1 が Aternnidae 
\X7 び Cheliferidae 

Beier (1932 b ) の編した擬蜗目の科までの檢索表を譯巧してホに搞げる 0 
1-步脚蹤節の節數は同じからず0前ホ2對のものは節數はを1，後ホ2對のも 


のは各2節である… . .. 01 化〇打 iinea 型 T 目巧） 

一歩脚が f 節の節數は何れも同數 . . . .. (3) 


2 氣巧は傾ける化置で、特に半圆形の氣巧蓋板を具へる0雌の性域は大 をく、 
キチン化して居る0第4步脚にがける基腿節は端腿節ょ らも ほんの僅か短い 

............Dithidae 

一氣門は機なである 0 特別の氣巧蓋板を缺き其の巧らじ胸扳の側突裙じょって 
の、み被はれる。雌の性域はキチン化して居ない 0 第 4 歩脚の基腿節は端腿節 

よ！）もろをしく短レ、 . . . *******. . . Chthonndae 

3を步脚共输節は2節、稀に1節のこともある0而して背巧にはょく發達した4 

腿を有する . . . Neobisiinea 煎目 （4) 

一を步脚期制節は1節、背甲は4眼を有ホるこ とは 無い . Cheiiferinea 盛目 （ 12 ) 









(巧） 


4步脚の棘}•節は2節となる.. ... . .. …ぃ (5) 

~ホ脚の靴節は1節きら .. .- .. . FeadUdes 上科 (1 の 


*5 欽角にがける動指は其の中央綠が明韻な銀齒狀を呈し巧尖碟すは巧尖巧を具 
へなぃ 0 薄が體は常に某廓まで分れて居てぶじ顯合することはなぃ 0 背甲前 
緣は幅廢くえぐられ大抵は口止突起を有ナる〇第.2附節の巧ホ端毛な大鶴み 

岐して鑛齒狀义は他の刺こ彎化するが稀に單一なものもある .••• 

.... . .... Neobisiides J 刺 ( 6) 

欽角の動指中央緣は鑛簡狱を星することなく、單一の鈍き稀には二次的に二 
つの部分より成る萌尖體又は恥尖齒を具へる 0 薇が體は基部じがて幾み融合 
し一穂な膜を形成ずる。巧甲前緣は大抵狹ま b 壓々 其の緣邊じ缺刻が見られ 
る。 口上藥起は無ぃ0第2がす節の頭ホ端剛毛は躍™•じして尖銳 . . . 

•，•ぃ . . . . . . •••ぃ . Garypkles—J 二を f (8) 

6 脚鬚不動指にのみ毒麟を具へる 0 同じく動指は端齒よ！）もを煎の {'まう じ、不 
動指の端鉤爪即ち讀ずを受けを篇の简狀又は溝狀のぐぼみを有する…… 

一脚 髓兩ホ旨に毒腺を具へる‘ . •ぃ . . . . .. Ideoroncidae 

7第4ザ脚の基腿節と端輕節との間の分離線は脚の伸長ち巧に盡荘 D 腹部の衙 I 

'膜 （ Pleuralmenibran) は顯粒じ富む . . .Neobisiidae 

一 第4步脚の基腿節と端腿部との間の’み離線は脚の伸長ち巧じ斜である 0 腹部 

例!膜にはこまかな縱斑がある ... . Syarinidae 

8 脚義兩指は毒腺を具へる 0 動指は不動指の毒ずを受けぶ爲のくぼみをちしな 
い 0 歎は12又はをれよい少き觸毛を有する普通の齒を具へる 0 背巧は其のお 

樣々であるがホ者の如きは無ぃ ..... . （9) 

一驛鬚不數指にのみ毒臟を有ずる 0 動指は不動指の毒腺を受ける爲のくはみを 
ホ端に持つ 0 鉄じほ 12 本なをの獨毛が見られる 0 背甲は强くキチン化し異常 
じ延長して居る.••ぃ . . ... •••一 ... . Menthidae 
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9腹部側蝶は平婿均一•な條雜をあずる 0 背巧の前端近くは狹まらぬか或は僅か 
じ狹まら所謂ミ角形ではなぃ。腹部は背甲よ b 幅廣くなぃか或は僅かに廣ぃ 
し、殆ど平巧的侧厨を有すん脾曠の腿節と輕節の剛毛は巧*成ら强爾で明か. 

じ認められ舉.一で尖銳である•‘… . .•ぃ .Oipiidae 

聰部側膜は颗粒に箇むか又は短ぃ波狀の條斑を有ずる0背巧前緣は馨しく狹 
まり S 角おとなる。腹部は背甲よ?)違かじ嘱廣く殆ど卵形である 0 脚鬚腿節 
あび膛節の剛毛は短くて不分明、急に尖つて居る- .Garypidae 

10背甲は Ga 巧 jpides 狸ではなぃ、 煎ちじがて蕾しく扇狀じなつては盾ない〇眼 
の前ホには 2 箇或はそれが下の裂片又は角狀の突起部をちずる0胸部或は陵 
部の側板を持つ〇指に鷄撒は無ぃ0第1步脚と第4步脚とは多少おを異にす 

る. .. .. . …… .. •••••••••••-… ... .(11) 

背巧は Garjpides 型で前ホは靡態な競お。角狀の突起は無ぃ。胸部及び腹部 
側板は缺けて居る0第1步脚と第4步脚とは大ぃに其のお狀を異にずる••… • 
. ... ぃ ’' . . ... な vnsDhyroniaae 

11背甲と腹部との閒じは擲けの關節が無ぃ 0 腹部には側板が無ぃ 0 脚 a の形は 

苗常 ... . .. ..Pseudogarv piSae 

-- 背甲と胺韶の闆じ特別の關節がある 0 腹部は側板の腹画及び背面の線を有 

する 0 脚繁は異形を星する . .... . ……ド eaellidae 

12第1，第2ホ脚の基及び端腿節間の關節は第も第4歩脚のをれと同樣同一のホ 
形を有し批處は同樣じ不み明か或は缺く〇をれおじ總ベてのホ脚の腿節は同 

據の禱造をなす 0 大抵の種類は極めて小形である… .. Cheiricliides 上科•け 3) 

一第1，第2ホ脚の基及び端腿節閒の關節は第も第4步脚から明かに離れ而して 
常に廣ぃ。故に總ベてのホ脚の腿節は異る構造を蟲する0ホキま中形から大形 

までの種類である.…… . . ... Cheliferides 上科 a 4) 

13頭胸部は步脚基節間に擬胸板を缺き、巧動譜搬 （ Cucullus ) を有し Ga びが de 。 













くれ） 


型〇步脚碎5〜6節〇後者の場合は慕あび端腿節間の分裂線は脚の伸長ホ巧に 

斜じある0不動指のみが毒臓を有する ... ….- .Cheiridiidae 

一頭胸部は1箇の明澈じして卵形宜つ基鄭よら幅離された擬胸玻を有する 0 Cir 
cullus は缺如する 0 背甲は前ホに廣くなる 0 脚は6節。基あぴ端踞節間のみ 

裂線は莖實〇脚鬚兩指に毒腺を有する .Sternophoridae 

14欽角の基及び巧基 IT 測毛がある場合は巧側のものよ？)或は薄板のものよ！)明 
力、じ短く、棍棒狀を呈しない0併し盛基部剛毛は通常缺けて 居る又は 4,極 

めて稀には2本の鞭毛狀剛毛 (Flagellumborsten) を有する . . (15) 

一狹角の裳をび萌基部剛毛は內側のもの义は薄板剛毛主らも長くはなぐ、幅覇 

く、棍棒狀〇 2本の鞭毛狀剛毛を有*する .Myrmochernetidae 

15瞬!變雨指又は動指のみが毒臟及び毒ぞを有ナる〇附麗の題は第1の場合は無 
く第2の者には常じある 0 第4步脚韻節の觸毛は基部には決して見られない 

. . . . ... . ...C16) 

…不動指■のみが毒腺あな毒ザを有する0附屬ずは無い0第4步脚绩節の觸毛は 
大抵基部じある0極めて稀にはもつと中央に向つて巧しやられて居るこ屯が 
ある . . . . .. — . .. Atemnidae 

玉6附屬ザはかくともよらみ數存する0脚鬚動指のみ毒滕、毒ずを具へる0極め 
て稀には不動:淸じがても痕跡的毒をを有する 0 而も P 巧屬ずは顯著である•‘ ‘… 
. .•••一 ... . ... Chernetidae 

一附屬ザを缺く〇脚鬚雨措は同等に發達がる毒ず、毒據を有する… CheHferiJae 

邦人寧者では岸 ffl 乂ま巧の々類體系がある0巧は巧29竿 r 豫す懷跑チる環節 
結構論をまとし、化に步脚の腿附兩節の'随が及上顚の鑛姓を加味して新體系を 
得て居る」とて共の輪廓のみを示された0巧は背甲,上に1 一 2本の機鶏を有する 
ものを裂替扼目 Schizonota、 をれをを缺するものをを脊亟目兒〇!0110 ta じ二大 
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別し各頭目に上科、科を下表の如く按酷された0 


亞 目 

1 jSchizonota 


2 打 010 打 ota 


上 科 

'1Oheliferoidea 

2 Garypoidea 

3 Atemnoidea 


4 Feaelloidea 


5 Chtbonioidea 


[6 Jdeobisioidea 
17 01 pioidea 
ド Obisioidea 


科 

1 Cheliferidae 

2 Garypidae 
.3 Cheiri-iiidae 

4 A お打 tnidae 
j'5 Feaellidae 

i 

.6 Pseudoga びが (1a« 
•7 Trideii 油祀 oniidae 
1.8 Chthoniidae 
9 Ideobisiidae 


10 Olpiklae 
11Obisiidae 


後巧が年 巧;[■寧請報」 じ 「シノ ブカ々ニムシに就て」！なる 1 篇を寄せられた 
が、それではを世界の現世カニ ムシは2 亞目 8 が悼 4 科巧亞科 89溝2 进屬 845 種 
となつて科の數が飛羅的に增加して居るが、生憎事口をだけで磬名の提示がない 
ので削ちぉねる0.兎に角折角の新體をも豫吿篇だけで本文は今目もおるも變表 
なさらぬので、後進の吾等其の恩澤じ浴することが出來ず前記 2 巧のと對化す 
る便：■立を持てぬのは殘念である0 

曲 S 未に 於ける カニムシ 硏究あ贈 

藥じ「化の類に關'むを有する人はいつも絕えないのじ」と記したが其の巧な 
今巧のぶ往のちの1例を擧げると、な戶時代小原を直（桃洞）の著 T 桃洞遺筆 
(第藥集)」卷下（卷 E £) 九"-十（天燥4年刊）じ圖入らで貧懿蟲なるも のが 說明 
されてある0上ホに表、下ちじ裏のを形圖を表し、をれが明かに々ニムシ1種 
を寫したものでをる 0 紀州熊野の游痒の石下で見つけを懿蟲（イシクヒ A シ） の 
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をで記錄したのである 0 單眼が搔蟲の縷販のやうじ寫されて居るのを瑕罐とす 
べきであらう0此の圖はだ崎博±の r 多足類贼蛛類 J (賴波講度を颇擧）にも復 
寫が竭げられてある〇储处のを巖蟲は紀州の海岸に限らず之と環境を同じくず 
るやうな太平萍痒であつたら他地たも棲息して然るべきである0而して觀口冕 
一巧;は旣じが豆下西じがて獲て居る0巧は昭が14年9月24日靜岡縣繫茂郡下围 
町の東京文理大臨海實徽所近くで1頭を纔た〇かの分インクヒムシグを想起し 
歸來樞村■利夫巧じがのことを吿げた所、をれと同一の麵類が禾口歌山縣(結伊)で 
多數 fe 探れて樵村巧;廚身も多か調べたことがあると聞かされた。をれは同縣南 
部町の尾崎-たお郞巧が數画じ互つて賴。ちを送附して居たからである0 口氏は 

犀崎巧探集のカニムシと下西のをれとを化較し顧者が同一^穂なることを確か 
めた 0 紀州の海遠のカニムシは.如靖陣: t も鶴品を御鹽になつたことがある由。 
尾崎をから謀集の時の礫樣を關口巧宛報じた馨信を引用すぶと*次のやうである 
(尾崎巧は農を業とせられるが動植物に興味を持ち殊に具の寬集に御熱,じ、な篤 
志家である）。 

ん日窩郡南部听山巧の.自宅から約1辞幅をる目津時'?は相當曠い荒磯ですが去る昭和十 
二年 十二月 隶顷 同所のボ U ボ n と少し力を入れるとはき•とれる岩を何か無きる、とめく 口 居 
つを 所巧て濟をのがカ ニムシでしを 0 他には衙のを物も見られず運： く 栽と尝との間には さ 
まつて靈いて居りましを 0 同所には一時時も游せば十頭や十五頭は得られる穩度にををし 
て居巧まず0滿觀線からぉ米位上部、海痒の鹽產植物地帶から五:…十米を下部、その中間 
のをく無毛の若の間です。が硬り調査では同じ璋の顆でア 9 の 一種、アサヒ A ビグモ、イ 
へトリグ モ等も見つけ义極く細小な屁蟲が時々摆にとまつで居るのも見つけましを 0 
無毛と言つてもよく見れば矢張り訪ふ友もあるもの戟〇巧に本年二月五な痛部巧■から約十 
が西へよつた阿簡都名巧村海岸でおころの間で數頭補へました。义この話を和歌山師範學 
を 樓物科 蹄ネ涛巧に薇しましをが、巧もいつか日歲郡を峰が海岸でこの カニムシを同一 轉 
とぶられる物を發是きれを事あるみ承9ましをク（昭和巧年5巧1日附） 

更に同年が巧 9日縱尾崎 巧よら關口巧宛の终葉眷じは 
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A 本目カニムシ探 集に 參りましを所率巧當多数に探集西ホましを故別勃御送リ致しまず々 
中に 一個幼蟲巧入クを住居をそ。ま、補へましたが人がました。御注意下さい 0 機息巧の 
尝の觀に卵幾か住唐かと思しき物は時々見ましを力;本日それは子を育てる時の侄唐でをる 
事を發見しましを 0 こんなおにな つてモ と共に親が一頭入クて家庭を形づくつて居まし 
を。標本は 巧さが變 になりましたが励の如を形で、圆馈おの短い物で上下共草を張つてその 
中に入つで唐ります。子の數は金部で五十頭ですク 

關口巧は之等の標品じ基き見事な圖を作つたが種名のほうは參考文獻不足で 
確あお來ないので、標おを斯界の甚區 J . じ Chamberlin じ送附し同ををを:うた 
がどうしたものかをく返事を人手することがお來ずに終つた0植巧巧は昭和巧 
年2巧東日ル擧生新聞に「新しい蜘掷のぉ話」と題し蜘蛛類小話を連載された 
が、其の第2回み （2 巧14回）じク變りもの食ひのイソ々二シツといふ見出し 
で本種のことを紹なし關口氏描くを形圖を褐げ尙イソ々ニムシとが名を定めた 
終戰後昭禾口 20年9巧20日カニムシ採集に熱'じ、なみ年蒲生重男巧は神奈川縣なノ 
屬じイソカニムシを搜してをれを獲たのみならず、同じ所で測らずも.梭晶フタ" 
ヤスデの仲聞を多數採鎮するむいふ大手おを樹てたのは人の識る所である〇食 
巖蟲の名は輿へられて居ても果して食巖の事實あ?)が否や大いに怪.しいと思 
ふ 0 

日本のカニムシ類の科攀的硏究は Ellingse 打 （1907 如こよら先鞭をつけられた〇' 
氏の報文じよ！)が津直秀涼 : t (1908)は「日ネ產々ニムシ類」の題下に動额攀雜 
誌上に紹かされた 0 日本カニムシの幾つかた其の天籍を日月かじされたのは剧ん 
ngsen な來である 0 即ちホ褐の通り 0 

し helifer bicarmatus bim.; C. boncicus Ksch.; し . sauteri n.sp . 〔エリ 
ンダセンの命お ]), 丄 deobisium sp. ； ' Microcreagris gigas Balz. var, japonica ； 
M. grartulata 打 . sp.; M. pygmaea n. sp,; Obismm japonicum 打 . sp. ； 0 , 

pygmaeum n. sp.; Chthonium japonicus n. sp. ； C. opticus n. sp. 
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Elli 打 gse 打は 1912年には Hans Sauter の萊集おじ篡き議灣からも3の新カニ 
ムシを黎じた0岸西久ま巧は巧巧年京部で發.巧の 「サイエンス」 じ「カニ ムシ 
じ關ずる硏究」をを表されたが、をは邦人舉者の手に成る最初のヵニムシ綜說 
として'注目ずべきもので、お•日本產ヵニムシ目錄には次の如き種類が列‘擧さ 
れて房る0之又注目に値ず乏〇而してを4, 5, 7, 8，15は何れも巧が新に掘唱さ 
れたのである。併しどぅいふ*情じよるのか新をの掘:嗜だけで爾後誰載を發聚 
なさらぬから、さ等の新名は何れも nomen nudum であつて其の敌:か Beier の 
他界の ヵニムシを總攪，した ぶ雕 （ 1932)にも查く引用されて居らぬ0 
Cheiiferoidea 
CMifer 施 e 

1, Chelifer bicarinatns 及. Simon 巧 名ホを 

2. Chelifer bonicus P* Karsch 巧お来を 

も Chelifer nipponicus K, Kishida カニムシ丹辕の人家 
4. Chelifer elhngseni TC Kishida タカノカニムシ丹後の山中 
5， Chelifer odateanus K- Kishida オホダテカニムシ羽後の人家 

6. Chelifer sauteri E. Ellingsen 新おホを 

7. Chelifer sasakii K. Kishida ササキ カニ ムン 東京ボの人家 

Obisioidea 

Jdeobisiidae 

8* Ideobisium nipponicum に Kishida ヒロ カ = ムシ 
9, Microcreagris gigas japonica E. Ellingsen 巧名隶巧 

10. Microcreagris granulata E. 励帖这 sen 幸口ちホを 

11. ぶ licrocreagris pygmaea E. 風 lingsen 和名未を 

Obisiidae 

12. Obisiuna japonicum E. 顶 li 打咨 sen 。プカ a ムシ 

13. Obisium pygmaea E. Ellingsen 和名未巧 
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Ciithoniidae 

14. Chtho 打 ia 弓 japoiiicus E- Ellingsen イボカニムシ 
玉 5, Chtilioni 臘 yatsui に Ki 沈 ida ヤツイボカニムシ 京都の人家 

が， Chtlionius opticus 技，励 Ihigsen 和名ホを 

3 920年岸巧巧は襄灣產の 1 穗 Microcreagris formosana じ就き 6 頁の自刊巧琼を 
物を作られたが現をでは國巧じ 1 部も殘をして居らぬらしく予は今日まで覺る 
ことが巧來ない0 H 本動惭圆鑑は1927年に上梓されたが化の中じ於て痒田巧は 
Chelifer uippoincus Ki.shida カニムシ ( 本が } 遮 ) 

Obisiiim P 家 gmaeu の Ellmgsen カクカニムシ（異名チビ 3 ツメカニムシ本が產） 
Clitlionius > japonicusl く llmgse 打 3 ツメカニム " シ（異名アギ ト カニムン、ツチカニ a 

シ本卵 -• 四闊 - 丸挪 ♦ 嘉狩の產） 

等の3穗を圆說された0遷；1928年巧:は "Pseudoscorpions ( Microcreagris ) of Jsu 
pa がを口本動物擧蠢報じ發裝がられた0當時旣知の S 本產 Microcreagris 屬 
各■趣に3新穗 Microcreagris cyclica の記載を添へたもので、ぶは郭人擧者じよ 
も——おまじ記載•された鼓初の新ヵニムシである。1929年岸田巧は Lansania 誌上 
じ「ヵニムシ類み類 Jr0 檢準」を發表された0之は重要な內容を持つものであ 
るグ前述の如く鷄吿篇で極めて約誰されたのに止まつたのは惜しい 〇 

1940年、哈爾濱日本中擧校4年連:撥； I 家を乂巧が前年辆然捧集した2頭の々ニム 
シをかねて送巧巧じお送らしてあつたのだが、化の年じなつて Chelifer 爆の新 
穂と削明、岸巧巧が擧名を Chelifer chamberlini 描沈 kla 、 和名を''> /ッヵヵニ 
ムシとをめて發表されることじなつたといふので、其の趣が東京朝日や東京日 
B に寫眞入らで躬報され化の熱むな少•年の手觀が廣く世間に紹かされた -嫁る 
じ擧者の說け月す十みや--般人の誤解もみつてを々と說をがす人が現れ、ヵニム 
シが H 本じがて空前と稱すべき搔人々の話題になも、シノッヵヵニムシホ件と 
してみく吾々の腦裡だまらないので ある 〇 俳し津巧巧は「稗攀辯報」じ「シノ 
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ブヵヵニム シじ就て」なる啓繁的の記寒;をお寄せになつただけでおまの記載を 
遂に發表しなかつたのはどぅいふ窜情じよるものか、纔塚'少年に對し時情に堪 
へない 0 岸巧巧は誘誌上じをてを'股敵‘巧び日本ノの い-ム シみ類裘—といふもの 
を摇げ、之は前述の如く巧の1929年の分類態をじ!這蟹を加へ巧の數などずつと 
多くなつて居るのであるが、何みにも辛口名だけで擧名を伴つて居ないので不便 
である0别国すべきは巧は r 日本淹現生々ニムシは、二巧園、セ — k 科、十种、 
二卞恶科、二十八群、四十ミ®、六卜種が記載ずみであつて、尙ほ手許に處理 
中のものが若干ある 0 多か今後、各地じがて、なほこの—けこ二〜ミ十驢化は變 
見されることであらぅ」と記して居ることである 0 併し之ホ今日まで---巧に御 
壞表じならぬので顧巧國かの研究者は窺知し得ない 0 

米の Chamberlin は 1929-30 年出飯の力作中に日本淹の賴おじ裳き幾つかの 
新々ニムシを創設した 0 獨の Beier は1931年皋灣產じつき新ヵ ニ ムシの記載を 
したが蜜年 D ぉ Tien ’ e ; 沈の Lieferung 57及び58として圣:惟珥のヵニムシ類を 
總攪 した。 其の中じ收載された曰本及び襄灣產の力こムシは僅かじみの22種で 
邦人の唐めた磬あを持つ種類は-^つだけ、叉引用された邦人擧者の業績は岸巧 
巧の191弓年のもの（サづエンス所載が义）ふ1928年のもの（日本動教舉葬驟所 
載英文）2篇のみである 0 Beier の化の措糧は穩當であると思ふ 0 

1 Mundochthonius japonicus Chamberlin (齋島曲） 

2 Allochthonins opticus f 瓦 llingserO ( 巧山） 

3 ん純 intoisticus Chamberlin ( 九州） 

4 Tyrannochthonius japonicus (EIHngsen ) (目 本、臺織、本種ば Unsichere A, 
rten としでをる） 

5 Neobisivim (JParobisi 口 m) magnum Chamberlin (原記載には "Mpghi (Ivyush- 

口 ) ，，とぁ S) 

6 N. (I^arobisium) 巧 exif 台 moratum Chamberlin (原記載には "Mucho 咨 o-o( ? ん 
Japan" とある》 
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7 N. げ泣 rob お ium) imperfectum Chamberlin (原記がには "Much; 这〇 o, て？ Ja- 
pan，， とある 0 此の亞囑には他にづヒホ產の]猜をるのみ） 

8 Roncns (Koncus) japonicns (Ellingsen) (出中一富: t 出纔、神奈川） 

9 Mi む robisinm pygmaeum (剧 帖咨 5 胤!） （狼擇 、岡山、神奈川） 

10 Microcreagris brevidigitata Charaberlin (繁島 扣） 

11 M* japonica Ellingsen ( 0 本） 

12 M, cyclica Kishida (日本） 

13 M. forraosana 剧 li 明 sea (譜鱗、比律賓） 

14 M- pygmaea Ellingsen (日本） 

15 M, granulata Ellingsen ( H 本） 

16 Ideobisinm formosanu 巧剧 lingsen (變灣 0 之は後! >937 年 Beier によ9 Micr, 

ocreagris piisilla Beier と改名されを） 

17 Geogarypus (Geogarypus) formosanus Beier (臺 戀） 

18 Cryptocheiridium formosannm (Ellingsen) ( 裹灣） 

19 Haplochernes boncicus (Karsch) ( 日本、議灘） 

20 Cheiifer cancroidcs (Linnaeus) ( が世界的とをつでもまい種類 0 H 本にも產チ 

る) 

21 Lophochenies santeri (Ellingsen) ( 日水、 

22 J パ bicarinatus E. Simon (日本） 

义 Beier は1縱7年臺灣高锥產じ基き Allowithius australasiae formosanus な 
る新亞種を設をした 0 前記日本巧び義灣產々ニ ムシ 目錄じ之を加算ずべきであ 
え。 な上の他に邦人研究者じよ b 日本產として單にお稱を擧げ或は圖禾せられ 
たカニムシの例もこ次の如きものがある 0 Blothrus sp. 〔 Esaki, 1930 〕； Speleocht- 
homus sp, C Komatsu, 1942}; Maorichthonius sp. ? ユリ々ニムシ fNakatsudi, 
1942) 

之を要するに日本々ニムシ巧は未だ極めてすみ瞒である0二十數種に盡きる_ 
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瞥がない 0 戰後の蔚日本領虫巧のヵニムシの種類調べから•先づ遺手すべきであ 
る0 _と述の如く岸田巧は円本でヵニムシ妍究じ嚴も貫獻された擧者であるが他 
に化の類に裕别巧を激をなさつたお々じむ:崎憾ミ、故が藤ザ蛟雖、巧羽彌、故 
伸を耕巧、關口羅一、森川國康、蒲生黨劈の諸氏がある0 

脚 曰舉產 IVIkfocrea 径 m 屬 

Microcreagns おみ化注打 (1891) 

/ ■ 

Balzan, Ann. Soc. 拉 itomoL Fn, tome I も p. 543 (1891) 

Ellingsen, Nyt. Mag. L Naturv. Christiania , おん xlv, p,6 (1907) 

Kishida, An not. 200 し Japon. ， vol. xi, no4. p. 407 '(1928) 

Chamberlin, Ann. Mag. Nat. 端 st., ser.10, vol.v, 打 o • 煎 • p • 然 (1930) 

Beier, Tierr, ， JTief. 57, p.1 が (1932) 

ネ邦產々ニムンの內で晏も纏つて居るのは（唯一のものでもあるやうだが） 
本趨 である 〇 此の纔はホ ォビ シウム科 Nec 中 isii 化 e Cha 打: iberlin (1 船 0)t 隸 する 0 
化の科は Neobisiinae Chamberlin (1930) と Ideobisiinae Chamberlin (1930) 
と . 0 2 盛科に分割されるが本屬は後者に人!) 1934 年 じがて 37 穂を 含み其等は舊 
北區、新4ヒ區、東洋區にぶび熱帶、萌熱帶、源帶じ互つて見られる0民國4ヒ平 
(づヒ 京.）產 M. gigas Balzan, 1891 を淺ま種として Ba] が打じよ わ 設定された麗 
である 。 Redikorzev (1917) は本屬を Ideobisium の雨屬と,して扱つたが 他の 

擧者は何れも獨立の屬と覇做ず 0 璋田乂ま巧:(巧 28) は Ideobislidae と 科に昇が 
させ Microcreagrinae なる萌科を設けて本屬を收めた p 
岸闺巧 （1928) は當時の日本產種として M . japonica Ellingsen , M . eye じ ca 
Kishida , M . 各 ra 打 ulata Ellingsen , M . formosana Ellingsen , M . pygmaea El - 
lingsen の 5 種を擧 げた 0 化の內巧 dica は化の 時設をされた蔚穗であら M . ja - 
ponica , M . formosana はおに變種义 は 盛種から 羯 立の種に繰よ つた薪 組合 （ co ¬ 
mb . nov .) である 0 次じ Chamberlin (1930) は當 時の日本願係の麵^では M , 
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brevidigitata Chamberlin , M . japonica ， M . formosana の 3 種じ晉及した 0 初进 
のものは新極である 0 Beier (1932)は本錢に隸するもの.世刷こ斜種^他に倭し 
いもの4種あ b とし、日ネ產としては M . brevidigitata , japonica ， cjclica , form ¬ 
osana , pygmaea , granulata の 6 種を擧げた 0 之は常然0措盧であるが他に M . si - 
Ivestiii Chamberlin . なる種の產地をパ China : Ychan , Liu - Kiu - I ゎ sdn " と記し 
てあるので （ P -14 の氣となる 0 それは Liu - Kiu - Insein が琉球譚島かも知れな 
いからである 0 Chamberlin の原記で戴ると " Holotype ， s ， Ychjhan (China ?)，， 
とあむ民國といふのも狄を的でないし疏域たることも承してない。此の標品は 
ィタリ-の知ちの昆蟲擧者 Silvestri が採集したものらしく親に種名も同氏に捧 
けられてみる。姐暗檢ミ傅±に鋪窩敎を願 O ^ rYchyhan といふのが何地である 
のか查くお明であるが X . 24.1925じ探築とをる巧附から見ると Silvestri が二度 
目の日本來胡後觀鮮から髓洲を避て歸國した時の採集であるからゴヒまか備測ホ 
面ではなからうかと考〜られる D Silvestri は琉球には旅巧してない」との御遮事 
を得た（御曝志を深謝するものである）〇 Beier が何を根據に產地を叩 chan , U - 
u - Kiu - Insel 打’，と善き更めたのか知るを得ないが silvestrii を目本產 Mici'ocreagris 
に覚へるには及ばをいとおは削觀•する 0 更に1937年 Beier は Ideobisium formo - 
smum E ! li 打装 sen の趨の所屬正しからざるを發見し後述の如き事精で M . pusil - 
la なる新を （ nom . nov .) を提喝した 0 それで一時日本產は7禮じぶんだが終戰 
後の新 H 本の地域では formosana I pusilla が除かれねばならぬ。仍ってな下. 
は日本及び裹灣產 Microcreagris と稱へるのがぉ當である。 

王 M * brevidigitata Chamberlin 

1930 M, brevidigitata. Chamberlin, Amu Mag. Nat* Hist, ser.10, vol.v, 打 o, 2 目， 
p. 26 

1932 M* b., Beier, Tierr., Lief. 67, p. 146 

原記じは " Holo け pe , 9, 兴 te * 防 rishima ， Japan . Coii , ix . 20. 1924 by Dr . 
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Silvestri " とあるがな崎博-上の御敎示に據れば] 925 年の誤である 0 其の後採集 
した人あるを聞かない 0 原記には r 錦の動指には 40 乃まが、-不動指には 33 〜 34 箇 
め緣轉がある0背巧は長さは幅よ ！) ほんの權か勝ら、發達のなくない2對の般 
を具へるが其の前ホの對は後モの對から暇の直徑の:*4程雜れて居ら背弔前緣か 
らは1ぶ〜 2.0 湛隔たつて居る。其の讀緣には微かな1上口突起が見られる0刺毛 
式ぐ diaetotax >0 は 4-^10 (28) である 0 錬角瑞刺毛は 4 本 0 背較には 13 〜 14 本ん腹 
板には 16-^18 本の緣毛がある0腹板上に盤狀躺毛は認みられぬ0範發は短太で 
殆ど平潛0、轉節の長さは幅の1ぶ償、腿節は敢太部じがて截端よちの長さの％じ 
達する 0 其の前緣じ沿ひ粗に顆粒をちし、長さは幅の 2,4 倍である 0 腔節には祸 
部颈ホ、長さは幅の I .目倍、お典のもをは福は長さに等しい0錦は授さは幅の2ぶ 
倍、手は短くずんぐらした指部の 1.7 括、指部はをの幅を超えることはまあない0 
體長 3.5 锭 J ' とある〇眉 下の 所 口 本特產 カニ ムシである0 

2 M. japonica Elli 口 gsen 

1907 M. gigas var. japonica Ellingsen. Nyt, Mag* f. Natiirv. Christiania, Bd. 
xiv, p. 7 

3915 M, gigas japonica, Kishida, Science, Kyoto, vol.v, 口 o . み p. 367 
1928 M, japooica, 招 shida, Annot ， Zool. Japon,, vol , み no , も p. 408 
1930 M. japonica, Chamberlin, loc. c 化 •； p. 28 
19 另 2 M. japonica, Beier, loc. cit., p,148 

本極を種じ异格せしめたのは岸扭巧であるが Chamberlin(1930) も之を gigas 
の 1 裂と看做ずことは不賛成だとして居る 〇 Chamberlin の檢したが料は 1910 
年 9 巧が為:で S. Akiyama の携集した 1 ると民國の" Chofu" で 1924 年 11 巧 11 日 
F. Silvestri 雜集の 1 ろ とでれる 0 本種は種をの如く本州（神奈川、靜岡、山梨、 
阔山の諸縣)山地にのみ棲息ず る ものと從來看傲されて居たが Chamberliii の 
記錄じよらみホは民廚あび日ネとなる 0 S. Akiyama は秋の重美郞ち後のお弹 
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霞美巧〔今は故人^のことである0 "Chofu" は民國のどこなのか'科にはみらな 
い 0 

3 M . cyclica Kishida 

1928 Mf cyclica Kishida ； loc. cit., p* 409, figs.1,2 
1932 M. cyclica, Beier ， loc ， cit., p.148 

回下の所 B 本 特產カニムシで 本州だけから知られる0岐阜縣惠那郡驢闕巧下 
野で 丹羽彌氏が探壤された巧 成 體の军が holo け pe となつて居る 0 爾後採集さ 
れたことはないやうで ある。 Holotjpe は奉に戰 ぶを 免れ现を岐阜臟じ御在住 
の 丹巧氏のお手許に保をされる0 

4 M . granulata Eiljn を sen 

1 谷 07 M. gramilata EHingsen, Joe. cit., p. 7 
1915 M. g., Ejshida, loc. cit., p. 367 
1928 M. g., Ki 沈 ida, loc. cit., p* 411 
玉 932 M •も Beier, Joe. dt., p.149 

目下の所日本特產ヵニムシである 0 本州（離欄縣富±山麓）から知られる 0 

5 M. formosana 化 Ihngsen 

1912 M. granulata varl formosana El] ミ归冥 se 打 , Nyt. Mag. f- Katurv* Chris は ania, 
Bd. ], p.127 

1920* ]\I. formosana, Kishida, On a pseudoscorpion from Formosa, p. 3 
1928 M. f,, Kishida, loc. cit, p. 411 
1930 M. f., Chamberlin, loc. cit., p. 30 
1932 M.1,Beier, loc. cit., p. 玉 48, fig* 180 

Ellingsen は 讓灣嵩雄 （巧狗）から獲られた 50 程の標おじ茲き^表し Cham- 
berlm. も懲らく化の 襟 品義の一部と'看做すべき 29 をに 説き調燕した 0 岸西巧 
は基隆あび阿里出を產地に加へられわ0臺灣を地に棲息ずる種類であらう0 
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更に Chamberlin は C. に お 9 ぶ 61 ： * が 1 た律賓ルソン，嵩 ]\1 し Makiling で 採集の 1 
9 をも本種に同をして居るからみホは it 島にまで延びだ 0 Beier は衙なかで or- 
mosa , Philippine 打け）"として居る 0 岸出巧; 192 ろ年留刊のが刷概は旣記の如く 
私は覺られない0 

6 M. Dygmaea Elhno^en 

1907 M. pygmaea Ellingsen, loc. cit., p. 9 
1915 M. p., Kishida, loc. cit. ， p. 367 
1928 Mr p., Kishida, loc. cit • ，お . 412, む g. 3 
1932 M. p., Beier, loc. c れリ p.149 

旨下が所日ネ特產ヵニムシである0本州の靜岡,縣、，山梨縣（共に富女山-魔）、 
皎阜縣などで探窠された0 

7 M. Dusilla Beier > 

1912 Ideobisium formosanum Ellingsen, Nyt. Mag. f. Naturv. Christiania, Ed.1, 
p. 125 

19321 • も， Beier, loc. cit., p.160 

1937 Microcreagris pusilla, Beier, Mitt. Zool. Mus. Berlin, Bd. xxii, Ht. 2, p, 268 
fig.1 

ネ種はおめ E り iugsen じよら Ideobisium 厲のものとして記載され Beier も 
-時それに準據したのである 0 後がらずして Microcreagris の 1 種なるじ氣附 
いたが學じ屬をだけを變更しては前出 5 と homonym じなるので種名は廢棄さ 
れ新に pusilla Beier が提嘻された 0 嘉潑の產で Beier は Koroton (地名）の標 
晶を檢して居る 0 

予はネ屬じんるべき鎮お著干を所持するので近き將來巧報の機あるべきを約 
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